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豊⽥采那 今井書店グループ企業ドメイン分析
今井書店が⽣き残るためにどんな独⾃性があるか探るべく、次元の定義を利⽤し分析を⾏った。⼭陰
との繋がりの深さが今井書店グループの強みを創造することが可能であり、今後の少⼦⾼齢化に対抗
することが出来るサービスを展開することが重要である。

⾨脇海帆 YouTube動画コンテンツにおける
ASMR動画のマーケティング分析
不快とされている咀嚼⾳を⽤いた「ASMR」動画⼈気な理由を調査するため。調査の結果、咀嚼⾳を
聴くことは⼈気の傾向にはなく、「ASMR」動画⾃体を好んでいる⼈も少数派であった。

上⽥奈於 KPOPアイドルグループを作るオー
ディション番組の⼈気を⾼めるためには
KPOPアイドルグループを作るオーディション番組に物語マーケティングを活⽤する際に何が必要で
あるか、どうすれば⼈気を⾼めることが出来るのか、ということを調査した。清宮（2021）の仮説検
証とインタビュー調査により、仮説の⼤部分が⽀持された。オーディション番組の⼈気をさらに⾼め
るためには、ストーリーに魅⼒を感じてもらう必要がある。

岡本朋樹 移住者の住みやすい農村の形成
移住者を定住に結びつけるために必要な条件を調査することを⽬的とした。
移住する側の⼼構えと、移住時に地域のキーパーソンとどれだけ親密な関係を築けるかどうかが重要。

川⼝和輝 ⿃取市における地域性と消費⾏動が持
つ⼀部特徴
⑴⿃取市内における店の種類と店舗数の少なさが若者消費者の⾏動の幅を狭めている。⑵⿃取市は住
⺠どうしの距離が近く集団意識が強いため、⽬⽴つ⾏動を避けようとする。⑶⿃取市の若者消費者は
買い物に対してリスク回避を重要視する慎重な思考を持っている。以上の3点が明らかとなった。

⻄川真由 知覚距離と商品のネーミングの関係性
知覚距離について、どのような単語が遠いか近いかを明らかにし、商品のネーミングにおいて、どの
くらいの距離があるものがより創造的になるのかを分析した。より下位のスキーマに含まれる、また
はより下位のカテゴリーに含まれるものほど知覚距離が近くなることが分かった。

和⽥進 持続可能な社会に資する新たな価値創造
の要因
「持続可能性」「持続可能な社会」の定義を整理した上、新たな価値を創造することが同概念を説明
することにつながり、それは、主体の内部資源の活⽤によってなされるという仮説設定に取り組んだ。
新たな価値創造とは、主体内部の複数資源の結合によりイノベーションが⽣じることであり、それに
は、持続的競争優位性のある⼈的資源を核に、同優位性のある物的資源、あるいは組織資源の結合に
よってもたらされる。
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⻑⾕川美弥 広告として成り⽴つコミュニティF M
コミュニティFMの⽣き残り戦略とはどのようなものか。
コミュニティFM運営存続には、広告としてのラジオではなく、ラジオそのものを売るためのマーケ
ティングが必要である。

⽶岡駿裕 ⽇本におけるeスポーツ普及に関する
⼀考察 ⽂化の視点から
eスポーツが⽇本においてより多くの⼈々に認知され、メジャースポーツとして⽇本中でプレイされ
るスポーツとなる⽅法について分析する。⽇本においてe スポーツの認知を広げるためには、⽇本独
⾃の取り組みを明確にしていく必要があり、その取り組みとして、e スポーツファンを常に熱狂させ
続けることができるスポーツ的ファンコミュニティの形成が必要である。

寺⾕侑悟 エンターテインメントを売るための
マーケティング戦略
エンターテインメント事業のマーケティング戦略(企業戦略と消費⾏動の研究)。
事例運営の共通点として、短期的な集客⼒と⻑期的なニーズの継続を⾒つけた。

桝岡 凛 消費者の意図を汲んだファッションブ
ランドのブランド拡張
これまでのブランド･ネームを活かして他事業へブランド拡張を⾏っている意図を考察した。その結
果、ブランドは消費者のアイデンティティの1部となることで、他社が簡単に介⼊できない関係を築
くことを意図していると考えられた。

花房美来 ⽇本のゲーム市場におけるマーケティ
ング変遷と未来
セガのハード事業が撤退してしまった原因が何かをマーケティング戦略から分析。
任天堂やSONYは⾃社の特⾊を⽣かしながらも、マーケティングを⾏い、⼈々のニーズに合った製品
を作り出しているが、しかしセガはその部分が出来ていないことが結果として分かったため、セガは
事業展開を⾏う上で、ターゲットを定めニーズに合ったものを作りだしていく必要がある。

⼭下⻯之介商店街の景観を損ねるシャッター
街化を防ぐための必要な取り組み
商店街のシャッター街化を防ぐ取り組みを明らかにする。
景観の保全が協働意識の創出につながり、シャッター街化を防ぐ取り組みの⼀つになると考えられた。

横井 蓮 Z世代と動画広告
z世代やY世代は動画広告を嫌う傾向があるため、⼼理的に⾒やすい時間を検討した。SNSが広がる現
代において、時代によるものではなく世代毎によって⾒やすい秒数が異なることが分かった。

問い合わせ：m-isono@kankyo-u.ac.jp（磯野 誠 公⽴⿃取環境⼤学教授）

宇都⾹奈⼦ ⽇本のプロスポーツにおける地域密
着型ビジネスの現状と課題
海外と⽇本におけるスポーツ及びスポーツマーケティングの歴史を振り返りつつ、⽇本のプロスポー
ツチームの地域に関する意識について分析を⾏い、⽇本のプロスポーツチームと地域の在り⽅につい
て考察していく。海外と⽇本ではスポーツの役割と広がり⽅が異なることを明⽰し、⽇本のプロス
ポーツチームと地域が深い関係性を築くには、「地域の特性をつかむこと」「事業性を疎かにしない
こと」が必要であることを⾒出した。


